



























































































1970 1975 1９８０ ３８ 1９８１ 1９８５ ６８９１ ７８ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１
袖１１１ 0.9 1７．５ 2`1.11 ３`1.5 3３．７ 35.9 3．５ ０ ３:》Ｉ 3`１．３ 34.7 37.5 39.5








































過Iii種Wｉ (1iI1mlIi １１本''１ その他 躯Hli Ｍ１リ その他 【1M航 []本111 その１m ｢1噸l１ｉ [1本|リ その他
１J水 29`．Ｉ 29.4 70.6 34.3 ３１．３ 65.7 2.4 2.4 97.6 ＬＬ１ Ⅱ．Ｉ 田,９』０
フランス 62.5 37.5 58.5 0.5 ４１．０ 33,1 1．０ 65.9 `１８．９ 1．３ 49.8
ﾄﾞイツ ８２．３ 1７．７ 8１．５ 0.5 1８．０ ･13.0 57.0 52.6 2.5 ４１．９
イタリア 36.0 74.0 38.0 62.0 18.0 82,0 27.0 73.0
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1988年 1990年 1991年

















































































































































































































































































































































































1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０
１１本の''1巡て輸入額（対騨'11） 2152.2 3964.8 `1681.1 `1181.8
I41wlの''1岨て受l((iWi（対''1界） 2524.9 `1851.6 5Ｍ7.0 4701.1







































































































































































































1988 1989 1９９０ 1901
|'|処て輪ｌｌｌ額 230959 280059 3５，１０６ `130262
''1述て輸入額 7,749 9,672 ９０９５８ 1２，１８５
差額 16,210 18,387 25,148 ３１００７７
「｢J1im貨圏」構想と第三l1ljmftとしての|U
機種mを持ち合わせておらず，この表から予想されるほどには''1の国際
化に寄与していないといわざるを得ないだろう。
最後に，資本取り|と貿易取り|とのギャップについて検討しよう。貿易
を実際に行っている企業にとってみれば，個々の貿易についての為替リ
スクのln1避は外lE1為替取り|におけるリスクヘッジ手段の発展によって容
易であろう。Ｍ１：，外国為替ili場における様々な手段を利11)することで
短期的には不安定性を取り除くことができる。現代の国際i､街Ｉ,Mjllは，
先進l]B11111では変動｜11場制度となっているが，東南アジア諸'１１はA1本的に
ドルにリンクしたlIG1定'１１場制度を採用している。アメリカの強い圧ﾉﾉの
もとで，升lIjljm街はドルに対して切り上げられてきているが，為替'１１場
制度そのものの変更には至っていない。そのため，東南アジア諸lFIの外
国為替銀行は|{1場変動にともなう最終的なリスクをi､貨当局に転化する
ことができる。したがって，通貨当局はこうした為替リスクを妓終的に
負わなければならないが，ｆで述ぺたように，ｉｎ剛||の貿易収支がそれ
ぞれ均衡していれば，lIil氏経済的には為替リスクを負わなくてもよいこ
とになる。Ｉ]本の対來アジア地域に対する円建て貿易黒字は拡大してお
り，この｢iiiでの為替リスクは増大している。そのため，［１本との貿易額
が大きくなるにしたがって，外貨準備のI'１にロ本''1が組み込まれる率が
高まってきており，外貨準備の多様化と呼ばれる現象も生じている。し
かし，韓国の場合からもわかるように，貿易総額の(Illびも大きく，｜']建
て貿易の割合はあまり墹力Ⅱしていない。外貨準備の多様化そのものは，
主としてドルが不換i､貨であるということによって生じているもので，
ドルを'''心としながら価値総額の保全を図るという範lmlを越えるもので
はないと考えられる2'１。
むすび
現/'1利ﾉ'1できる資料は限らｵ'たものしかなく，全体像をIﾘＩらかにする
６３
ためには不十分なものであるが，われわれはI｣本と韓国の''1巡て貿易の
実態を検討するなかで，［1本Iﾘが第三国j皿貨としてｲ|川1されていること
を数ｋi的に1ﾘ|らかにすることができた。また，この背景として，束アジ
ア地域に[ルＭＹ業を'''心に製品貿易をilHじた水平的な国際分業体iljllが急
速に発展してきていることも指摘された。
しかし，第三国j､貨として利用されている''1の総額は，肢も''1述て取
り|が高いと予想された韓国においてもあまり多くなく，多）【Ｉ的な貿易関
係を[１本''1が交えていると評価することはできないという限界も1ﾘ1らか
にされた。しかも，その多くが[|本企業の企業内貿易によってﾌﾄﾞ||川され
ていると予想され，その量の拡大もすぺて肯定的に評価できないことも
桁摘された。もちろん，［|水における円建て取り|そのものも，８０ｲ'２代
以降急激に'''1びたものであり，ＬＩＭ三の金額の少なさから一ilii的な結論を
リ|き出すぺきではないだろう。長期的にみればまだ変化が始まったばか
りであるからである。本稿で論じることのできなかった第三国通貨とし
ての|[]の利)11と外ljil為替銀行の決済取引における''１の利１１１との'11述，ま
た資本取り|における'1]の国際化の問題は，m|縞で検討する予定である。
注
I）［1ｲﾐ経済WTlli1でも，「｢''１経済圏」は｣ｋまれるか」とMnして特集をくんで
いる。’1本経済新聞，１９９１年l2n21Lまた，｜ﾘのljl際imlY化をrjulし
たものに，こく国陽犬「llj場原理がｌｑを鎚袖j､街化する」「エコノミスト」
１”ofドｌｌｌｌ６ｌ]号所収，がある。
2）奥111宏iil「lu1は舞台に登れるか」杉本１１(化．閣下稔．藤ｌｊｉｉＬ'j雄．松村文
武綱「現代'１１界経済をとらえる」東洋経済新報社，Ｉ”ljI：，所収を参11(1.
3）’１１際決済における''1とドルとの関係については，’''１橘「''1の111際化のりＡ
状と’’'1とドルとの階層構造」法政大学「社会労働研究」第３６巻第２け，
l989ili，を参11((されたい。本稿lよ上記論文の続編となるものである。
I）イ<橘で資料としてＩl}いているj､産宵の「袖|||確認統計」，『楡人Ni(l｢純
iiljが，1991年]２ルナをもって廃I上されたため，l992fr以降のlIl巡て倒
易のｌＩＩｉ移については利川できる資料がイバIＬなくなった。i1tlItな徹料であ
6４
｢lI1jln貸間」lMiju1と】リヨllljlnlkiとしての''１
るだけに，lIIiililな限りIIqUlの資料公表のIIjlW1が求められている。
５）１１本の貿易においても対ヨーロッパ諸'11の貿易のlI11hて比ｾﾞﾄ!'よ慨めてini
い。したがって側功}Ⅱ進を}佛象して，この[1イミが低いという蚊Ⅱ/(だけをjlX
I)lllして比較してしあまり愈味がないとＷ〕れる゜この'１MMm｛よ，ドイツの
場合を例にしてＭに検朴Ｉしている。注3)のlllliii，’'1,74～７８．
６）１１イミのIIjW1IWl允慨lﾘ』（０１)Ａ）における実際のfr金の支払のﾉﾉ法につい
ては，ケト術行監修「綿済|ﾉｨﾉﾉ参加への下；|き」’11際Illijui脇ﾉﾉM1会，Ｉ９９０
ｉｌｆ，を参!!(!。］l1llllll肋，特に''1借款についてはⅡイミからの輸ｌｌＩのすぺて
が|リ巡て輪'１１になっているとｒ魁される。
７）この甥lUについては，ｒｌｉ３)の'''１隅，ＰＰ７０～7`１．
８）タイに対する|r〔接投溢ラッシュに典くり的にみられたように，８０i１２代後
、|<から対ASEANililI1への[「〔接投資は急墹した。こうした110(接投了iにしと
づく現地ﾉ|施が'1/Ｌら」こがり，そｵ1が本絡的な輪'１１の１１k人へとfI1jぴﾄiいてく
るのは９０fIi代に入ってからであると考えられるからである。
９）他のアジア:lilI1のj胤介にも，輪lll人によるjlDMll受ji(iWiが公だされてい
れば，iRllYi的な分l1iが'１[iｉｆになり，より''1の実ﾉﾉをIlL〈ｉ１ｉ１ｌｉすることが
ⅡI能となるが，ｊＩｌ（がIiMlぺた範ｌｌＩＩではその様なｒｉＩＩＩを1Kに入れることがで
きなかった。この.'’1(，今後さらに調盗していきたいと考えている。
10）ここでIWl1している統舟|･で(よ，緯111の輪llIiW1はＦＯｌｌＩｌｌｌｌＨで災,j<されて
いるが，他小１１本の輸入lWiはＣＩＦ価|片でｊｉ,lくさオ】ている。そのため，
ここでｉｌ｝られた好ｉｌｌ１ｊｍｆｉとしての円取り|の金lWiは，脚lwlからⅡイミヘ輸１１１
されるllW1W1のjMnT・保険料の部分まで差しり|いてしまっている。つまり，
実際の金額よりもそれは小さくなっているのである。この部分をI1liIlSする
ために，Ⅱ水の仰ｌｌｉｌからの輸入総額（ＣＩＦ災,'<）から脚ｌｌｉｌの1]イミヘの轍
１１１総緬（ＦＯＢ災,'《）をリ|き，１１本の韓ＩＩ１からの愉人総lW1に,!iめる迎ｌＹ・
’１１険料の馴合を||'し，’'１述てl((ﾂ|の場合にもl1il様の!iﾘｲﾔで巡ｌｆ・保険料が
，!iめていると|ＩＭＩ'Iして，連!｛・保険料を算ＩＩＬ，その金lWiをj｢(1)除くとい
うﾉﾉiﾉﾐが貯えられる。しかし，多くの貿易統計がそうであるように，IILill1
でそれぞれ公災ゴオ'るffj]征の貿易額はかなI〕lALなっておI〕，以12述べた
Ｔ続きによってはjlulT・保険料の金額をlE砿にlIIiiⅢすることはできなかっ
た。そのため，ここでは，突際の第三lI1jmlYの総加は，，(〈文で述べた命1ｍ
を↑汗｣LllllっているとげえられるということをlIil1ilしておくにとどめる。
]'）'１:'(〕)で述べたIIilH災'(の'１１１Mmや1,11国における貿扮航のｌｌｌ述のＩｌＩ１１(qにl｣Ⅱ
えて，次の：」ｌＡを検小ける必'災がある。’１１巡て総lWiをドルで災呪するjル合
の為付''119の換！):のI1Ilulと21111111の貿易決済にかかわる決済期[]の範''11の
6５
|･Ｉ災①｜lｲﾐの''1翅て輸入航（対韓|刊）と韓同の|ﾘの受jlWWiの'１t移
(111位：億'11）汕汕
叩
卸
叩
釦
汕
、
０
1987.171988.171989.171900.1７１９９１．１7
1111Ｗ）油l:iR行「柚人馴lli枕,i}｣，ＴｈｅＢａｎｋｏ｢Korea､Moll【hIyI)uIeIin，汁)jより作ｌｌＸ
ＩｌｌＩＭｎである。ｉｉｉ打は，韓国の統計で''1建て輪１１１による受取緬がドルで災'1〈
されていることから('２じている。ここでｆＩｌｊ１１している原炎そのものの''１に
は行)]征に換l)2にあたって11｜いた為替Ⅱ1場は友水されていないが，llilじ統
計徹科の１１１で，ドル・ウォン''1場，’11.ウォン'１|場の公定レート，Ili場１２
均レートが炎,lくされている。この数１inを使って|リドルレートをl):}|'し，１１
本のj､厳1冊の統計における''1ドルレートと比ぺてみた。ここで，求めたＩｌ１ｌｉ
ｌｌ１の|リドルレートは，各)]征に異なっているもののその額はきわめて小さ
く，この11,1度の飛災であれば結論を変災するほどのものではないとﾄﾘ断で
きる。また，この処１１１１をして図表Ⅱ一③を''１述てで表71《したものが，ＩＭｉ
①である。鵬仰りには，ｌ叉|表II-③と変わっていない。
次に，決済期Ⅱの範WilのlMI題であるが，鱒|Ｆ１の統計は輪ｌｌＩによる受！[(額
であI)，当)Iの受取額（１１ｲﾐの側からみれば支払lWi）を'1《している。Ｉ]ｲﾐ
の場合は輸入額であり，当該)]にそのすべてが支払われるわけではない。
一般に，［1ｲ点の貿易における輸入代金の決済ﾉj法は，前払い，後払い，－
魔払いにわけられているが，前払いの比率はＩＣ％強にすぎない。したが
って，Ⅱイミから当該)]に支払われる決済のためのIWi金は，そのiilj後の輸
入瀬の代金を含み，当該)]の輸入額の一部分を含んでいないと老えられる。
仮に，決済の期１１が('リヵ几が遅れるような場合には，こうしたI111fの比較
は愈味をもたないことになるが，図表11-③よりＩＵ１らかなように，ほぼ：
つの数Ｉ向が述勤しておりｉ決済期|]が大きくずｵ1ているとは瀞えられない。
さらに，イミ隅で１１１Ⅱ1mにしているような期l1U，すなわちIU1巡て取り|がＩＩｉ常的
にjiiI大している過llmにおいては，当該ｊ]の1]イミの''1巡て輸入額よ'〕も尖際
に支払ったII1ri金は少なくなるとllkillllされる。したがって，本文で述ぺた
ｆ続きによって飾三|刊'１１１取引における1'１の総額を求めるとすれば，そｵ1は
6６
「Pljln貨圏」構想と第三lL1jlD賃としての''１
実際の金iiliよりも小さい金額として表']くされてしまうと考えられる。この
ことも節-{''11((ﾘ|における''１の実ﾉﾉを評価するさいには，瀞11Kしなければ
ならない点である。
12）l990fliの郷llilの輪|||額は650.2億ドルであるが，ｌ１ｉｌ年の輪'11による受
取額は604.3値ドルで，輪'１１額のﾉjがおよそ５０億ドル入きい。ほぼ，征
fli楡111額よりも轍111による受】(i(lWiのﾉjが小さくなっているので，このＨ１迎
｛よ，輪１１Ｉしてからその代金を受け取るまでにl1IFlIil的ずれがあるからである
と考えられる。したがって，実際の貿易に占めるl]本１１の利１１１は，１％を
やや｣二'''１るものであるとｒ魁される。１１１棟の｣ＤＭＩから，これ以後の誠Ｉ):も，
実際の状況よりもやや過小評価するものにならざるをｉＩ１Ｌないという点に注
懲しなければならない。
13）現〈Ｉｉｆ１ｌｌＩ１できる蝉|F1の資料では総額だけが公表され，’'1》'1の受j【(瀬，支
払額が公災されていない。だが，総餓は部分を把撮しなければ求めること
ができないのであるから，１A1部資料としてはそれをもっていると考えられ
る。この点のjWlﾘ｝は今後の課題にしたい。
14）ｊ､施行(よ，iijfl2，二１２婆企業を対象にして輸入拡大のための甥荊会縦をＷ１
Ｉｌ&し，各企碓に輸入拡大のための計IllUi作りを求めている。特に，側,(１，輸入
については側,(１１１輪人lljl進税制を整備するなどして，微極的に拡人に努めて
いる。｝1本経済WiUM，ｌ”２年４ノ１２３[｣。
15）「郷''1，マレーシアなどからの部ｉｌｎ輸入を『''心に，輸入については八剤
近くが|リ巡て（人脈E機メーター)｣，「|T1高1,01(Iiでドル処て輸入をすれば
差1kが||'てコストがﾄﾞがるが，かえって経費の見』、しが不適IUlにな')，経
営;|･lmiが,I/:てにくい。また，海外子会社からドル巡て輸入をしても，ｌｒＩこ
うが簾Ijiを被るのではＬＬ合いが悪い。リリ割以上の１１巡て輸入比率を保つよ
うにしている。（三菱fli機)」１９８８年５「１１５ｐ，［１本経済Willllo
16）１１維施業祈U11,1990年ｌＯｊ１９Ｉ]。このiiLIlvによれば，「1イミのlHiil:が
ＬＭＥのトレーダーに注文を'1'す際の６～７割は１１迦てで，ドル述ての}[（
リ|の削介は３～`I制にすぎないとのことである。また，このＬＭＥにおけ
るIulli(ﾘllIllMnを検討したものに，井上伊知郎「''1際jUDlテドルの侵食にⅡUす
るﾊ:下のrr料について」久剛米人学「巌業経済研究」節３１巻第３Ijf，
１９９０ｲｌｉＩ２１]，がある。
17）ｌ]水維済WrUll，1987年３)］Llllo
18）３)の'''１柵，PlOOo
19）ilH6)のiililalll，ＰＰｌ４～１７゜このような'11の'１上与によっては，充114途
上''１のＷＥにlI1yr金がとどめおかれないため，」|:居住商の側にlIIrf金を連
6７
ノ1]しようとするインセンチプはｌｌ２じない．もちろん，ＯＤＡの利用を''1の
llil際化のための下段にすぺきであると正iIiしているわけではないが，現状
の支払〃法には多人のl1IlMnがあると考える。
20）［1本のjmff別貿易収支とそれのドルとのlIU係については，奥H{宏iil「[１
本の通貨別貿易収支の対米ファイナンスについての党ilf-80年代ドル危
機及びlqのlIil際化と関逃させて－」ilz命館大学『)I命館'１１際研究」第２巻
第１号，１９８９１１１５ノルが詳しい。
21）注3の''１１隅，PP89～90。
（この研究の一部はj1i収2年度の法政大学特別β}光助成金のilli肋を受けてなさ
ねている｡）
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